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3.環境経営方針 

 

 

環境経営方針 

 

安部巻線株式会社は昭和 19 年に安部電機として設立し昭和 44 年に現在工場のある水巻町 

へ移転いたしました。 

創業から現在までに工場のエアコン・蛍光灯や電気炉など少しずつ省エネタイプの物へと 

変更もしくは廃棄していき工場の稼働に必要な電力は昔と比べてかなり低下していっております。 

これも環境問題の事を前提に考えた結果だと思います。 

今後も会社一丸となって社会貢献活動及び地球環境問題の事を考え活動していきたいと思います。 

 

【基本理念】 

当社は、産業用電動機のステータ巻線業者として、地球環境に配慮する業務がある事を常に考え 

環境保全活動を積極的に取り組んでいきます。 

 

【行動指針】 

1.地球温暖化対策として二酸化炭素排出量削減に取り組みます 

 

2.限りある資源を有効に活用するために、リサイクルや産業廃棄物の削減に取り組みます 

 

3.環境関連法規を遵守します 

 

4.水の使用量の削減と化学物質の適正な管理に努めます 

 

5.5S 活動とグリーン購入を推進します 

 

6.全従業員へ環境方針を周知し、継続的な環境改善活動に取り組みます 

 

制定：2022 年 8 月 1日 

安部巻線株式会社 

代表取締役 安部 光昭 
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4. 組織概要および組織体制 

 

事業所名  安部巻線株式会社  

代表者   代表取締役 安部 光昭 

ＵＲＬ   https://www.abemakisen.jp/ 

 

事務所・工場 福岡県遠賀郡水巻町下二東２丁目１２－１ 

本 社 福岡県北九州市八幡西区大浦 1丁目１２－１０ 

連 絡 先 TEL：０９３－２０２－１８００ 

 

環境管理責任者氏名 安本 健治 

連絡先 E－mail：kenji.yasumoto@abemakisen.jp 

 

事業内容  産業用電動機ステータ製造、業務用炊飯器の加熱コイルの製造 

 

設立年月  １９８４年１０月 

資 本 金  １,０００万円 

事業規模  製品出荷額 ４９６百万円（２０２１年度） 

従業員数   ５５人 

延床面積   ２,１１０㎡ 

事業年度  ３月～２月 

 

認証・登録の対象範囲 対象事業者名 安部巻線株式会社 

対 象事業所 事務所・工場 

対象事業活動 全組織・全活動 
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組織図 

 

組織体制 

名称 役割・責任・権限・使命 

代表者 ・環境方針の制定及び見直し。 

・環境経営システムに必要な経営資源を用意する。 

・全体の評価と見直し 

ＥＡ２１委員会 ・環境経営システムの審議機関とする。 

・役割：環境活動計画の実施状況を確認・評価する。 

・構成：委員長（代表者） 副委員長：環境管理責任者兼事務局長 

委員：各課長 

・運営：総括は１回／年、実施状況の確認・評価を３ヶ月に１回行う 

事務局 ・環境経営に関する文書類の作成 

製造部門 ・各課長：各担当ラインでの環境活動を実行・維持を指示する。 

・各ライン従事者は各課長の指示により環境活動の実行・維持・日常管理に携わる。

管理部門 ・環境活動の文書及び記録の作成の補助を行う。 

・環境活動の実行・維持・日常管理に携わる。 

 

 

 

 

 

 

代表取締役社長

製造部門 管理部門

事務局

ＥＡ２１委員会
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5.環境経営目標 

環境経営目標 

単位 

基準年度（実績値） 目標値 

2021 年度 2021.10 ～

12 月 

試行期間 

2022.10 ～

12 月（試行

期 間 よ り

-1％） 

2022 年度 

（2021 年

度-1％） 

2023 年度 

（2021 年

度-2％） 

2024 年 度

（2021 年度

-3％） 

1 ※二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 109,002 26,711 26,444 107,912 106,821 105,731 

1-1 電力使用量の削減 kWh 200,420 46,309 45,845 198,415 196,411 194,407 

1-2 ガソリン使用量の削減 ℓ 832 182 180 823 815 807 

1-3 軽油使用量の削減 ℓ 250 100 99 247 245 242 

1-4 重油使用量の削減 ℓ 3,835 1,415 1,400 3,796 3,758 3,719 

1-5 ＬＰＧガスの削減 ㎏ 10.76 4.55 4.50 10.65 10.54 10.43 

2 2-1 一般廃棄物排出量の削滅 ㎏ 281 65 64 278 275 272 

2-2 産業廃棄物排出量の削減 ㎏ 2,757 579 573 2,730 2,702 2,674 

3 水使用量の削減 ㎥ 730 184 182 722 715 708 

4 

化学物質の適正管理 - - - 

適正管理

の継続実

行 

適正管理

の継続実

行 

適正管理

の継続実

行 

適 正 管 理

の 継 続 実

行 

5 グリーン購入への変更および新

規件数 
件/年 - - 1 1 1 1 

6 

不良品の削減 - - - 

工程改善

の継続推

進 

工程改善

の継続推

進 

工程改善

の継続推

進 

工 程 改 善

の 継 続 推

進 

7 
会社周辺の清掃等 件/年 - - 1 4 4 4 

※購入電力の CO2 排出係数は、㈱九州電力の 2020 年度の調整後排出係数 0.479kg-CO2/kWh を用いた。 
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6. 環境経営計画 

取組目標 活動項目 担当部門 活動計画 

二
酸
化
炭
素
総
排
出
量
の
削
減 

1.電力使用量の削減 1 エアコン運転開始の設定温度での運転 全社 継続実行 

2 昼休みの消灯 全社 継続実行 

3 残業時の不要な照明の消灯 全社 継続実行 

4 長時間席を離れる時、パソコンの電源 OFF 管理部門 継続実行 

5 高効率照明の導入検討 管理部門 検討 

2.ガソリン使用量の削

減 

1 省エネ運転の推進 全社 継続実行 

2 無駄なアイドリングのストップを推進 全社 継続実行 

3 外出頻度の削減のための声掛け 管理部門 都度見直し確認 

3.軽油使用量の削減 1 省エネ運転の推進 全社 継続実行 

2 無駄なアイドリングのストップを推進 全社 継続実行 

3 運搬の合理化 管理部門 継続実行 

4.重油使用量の削減 1 暖房用ボイラー運転開始温度の管理 全社 継続実行 

2 暖房用ボイラーの燃料管理 全社 継続実行 

3 エアコンの導入を検討 管理部門 検討 

5.LPG ガスの削減 1 給湯器の効率使用 管理部門 継続実行 

廃
棄
物
総
排
出
量
の
削
減 

1.不良品に対する廃棄物の

削減 

不良品に対する廃棄物発生量の調査・削

減 

製造部門 不良発生時都度調査・削

減実行 

2.廃棄物の削減 1 廃棄紙類の削減（コピー用紙の効率使

用・紙類リサイクルの推進） 

全社 継続実行 

2 製造過程での廃棄材料屑の調査 製造部門 調査 

水
使
用
量
の
削
減 

節水活動 1 水を流しっぱなしにしない 全社 継続実行 

2 節水コマの検討と導入 管理部門 検討 

化
学
物
質
の
適
正
管
理

1.適正管理 保管方法・使用方法等の適正管理に努め

る 

製造部門 継続実行 

2.適正使用 MSDS を取り寄せ使用上の注意事項を守る 管理部門 継続実行 

グリーン購入の推進 グリーン購入法適合商品への切り替え

（文具・備品） 

管理部門 物品購入時に都度検討

と購入 

不良品の削減 工程改善等による不良発生率の削減 製造部門 継続実行 

会社周辺の清掃等 会社周辺の清掃と軽補修 全社 1 件実行 
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7.環境経営の実績 

環境目標項目 単位 

基 準 年 度

(2021.10～12 月) 

試行期間 

目標値 

(試行期間 

より-1％) 

試行期間 

実績値 

 

評価 

【達成率】

1 
二酸化炭素排出量の削減 

kg-C

O2 
26,711 26,444 24,255 

〇 

【109％】 

1-1 電力使用量の削減 kWh 46,309 45,845 41,862 
〇 

【109％】 

1-2 ガソリン使用量の削減 ℓ 182 180 110 
〇 

【163％】 

1-3 軽油使用量の削減 ℓ 100 99 100 
× 

【99％】 

1-4 重油使用量の削減 ℓ 1,415 1,400 1,360 
〇 

【102％】 

1-5 ＬＰＧガスの削減 ㎏ 4.55 4.50 1.66 
〇 

【271％】 

2 
2-1 一般廃棄物排出量削滅 ㎏ 65 64 45 

〇 

【142％】 

2-2 産業廃棄物排出量削減 ㎏ 579 573 1,340 
× 

【42％】 

3 
水使用量の削減 ㎥ 184 182 106 

〇 

【171％】 

4 
化学物質の適正管理 - - 

適正管理の継続

実行 
適正管理の実行 〇 

5 グリーン購入への変更および

新規件数 
件 - 1 0 × 

6 
不良品の削減 - - 

工程改善の継続

推進 
工程改善実行 〇 

7 
会社周辺の清掃等 件 - 1 1 〇 
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7-2.環境経営の実績評価 

環境目標項目 

評価 

【達成率】

取組結果と今後の取組み 

1 

二酸化炭素排出量の削減 
〇 

【109％】

エネルギー使用量の約 90％を電力が占めているため、電力削減量が

寄与したことによる目標達成が出来ました。次年度以降も計画・管

理を継続し、二酸化炭素排出量の削減を推進します。 

1-1 電力使用量の削減 
〇 

【109％】

乾燥炉の稼働状況による使用量減少がみられたため、目標を大きく

達成する事が出来ました。次年度以降も空調管理・照明管理を継続

しつつ、設備更新と合わせて電力使用量削減に取り組みます。 

1-2 ガソリン使用量の削減 
〇 

【163％】

社用車の使用を抑える工夫が出来たことにより、削減できました。

次年度以降も同様の工夫を継続していきます。 

1-3 軽油使用量の削減 
× 

【99％】

12 月車両入替えに伴い給油が発生した事により未達成となりました

が、ほぼ横ばいの状態が続いています。次年度は配車の工夫で削減

に努めていきます。 

1-4 重油使用量の削減 
〇 

【102％】

目標達成は出来ましたが、基準年度とほぼ変わらない使用量でした。

次年度は設備更新の検討を含め削減に努めていきます。 

1-5 ＬＰＧガスの削減 
〇 

【271％】

意識向上による目標達成が出来ました。次年度以降も管理を継続し

ていきます。 

2 
2-1 一般廃棄物排出量削滅 

〇 

【142％】

分別及び梱包材・古紙の再利用に対する意識向上による目標達成が

出来ました。次年度以降も継続していきます。 

2-2 産業廃棄物排出量削減 
× 

【42％】

ワニス屑廃棄が発生したため未達成となりました。産業廃棄物は稼

働状況による要因が高いため削減が難しいですが、次年度以降も管

理及び検討を続けていきます。 

3 
水使用量の削減 

〇 

【171％】

水洗トイレの流水設定の変更と表示の追加による意識向上により目

標達成出来ました。次年度以降も管理を継続していきます。 

4 
化学物質の適正管理 〇 

適正管理をしました。次年度以降も管理を継続していきます。 

5 グリーン購入への変更および

新規件数 
× 

事務用品で検討しています。次年度以降も都度検討をしていきます。

6 
不良品の削減 〇 

治具作成を含む不良品抑制を実行しました。次年度以降も継続と推

進をしていきます。 

7 
会社周辺の清掃等 〇 

正門周辺の清掃を 1回実行。次年度以降も実行を継続していきます。
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7-3.試行期間の主な取り組み内容 

1. エアコン、照明、ＬＰＧガス、水道水、自動車用燃料の節約標示の追加 

         

 

 

 

 

 

       追加した表示の画像 

2. エアコン更新工事 

 

 

 

 

 

 

 

交換したエアコン 

3. ＬＥＤ照明器具への交換工事 

 

 

 

 

 

 

 

      交換したＬＥＤ照明 

4. 避難、消火訓練 

 

 

 

 

 

 

 

消火訓練画像 

 

従来の表示に加え大きく見や

すい節電・節水の表示を追加し

て意識向上を促すようにした 

食堂・事務所のエアコン更新工

事をする事による電力使用量

削減 

蛍光灯からＬＥＤへの交換工事をする事

による電力使用量削減と消費する蛍光灯

削減 

会社周辺の清掃等として、避難・消火訓練を実施。 

避難ルートの確立と消火隊個々の役割を再度確

認した 
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8. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

当事業所に適用される環境関連法規（廃棄物処理法、消防法、フロン排出抑制法等）とその遵守状況を

チェックした結果、違反はありませんでした。 

その他、関係各機関等からの指導はありませんでした。 

 

9. 代表者による全体の評価と見直し 

まだ全員環境経営については初めての事なので分からない事もあるが、決めたルールに従って取り組ん

でいるとは思っております。 

電力やガソリン軽油・重油・水の使用に関しては、各々が効率的な使用を心掛けるようになってきてい

るので、これからも継続していくようにお願いしたい。 


